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全
国
大
会
代
議
員渡

邊

克
男

（
岩
手
・
盛
岡
支
部
）

揺
る
ぎ
な
い
確
信
を
！

創
立
八
十
周
年
を
め
ざ
す
三
ヵ

年
計
画
で
岩
手
県
本
部
は
、
会
員

拡
大
七
七
七
名
の
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
が
、
盛
岡
支
部
は
こ
れ
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
応
え
る
た
め
二

五
〇
名
の
目
標
を
掲
げ
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

私
は
全
国
大
会
に
参
加
し
て
、

自
分
た
ち
の
活
動
の
実
践
と
教
訓

に
つ
い
て
発
言
準
備
を
し
た
内
容

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
（
全
国
大

会
で
は
発
言
が
当
ら
な
か
っ
た
）
。

一
つ
は
、
①
支
部
の
組
織
強
化

と
組
織
拡
大
は
車
の
両
輪

②
支

部
の
目
標
を
持
つ
こ
と

③
毎
月

拡
大
す
る
な
ど
の
と
り
く
み
を
つ

ら
ぬ
く
こ
と
。

二
つ
は
、
①
三
つ
の
節
を
設
け

て
、
各
々
の
節
ご
と
の
目
標
達
成

に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
具
体
的
に

し
て
、
と
り
く
む
こ
と
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
盛
岡
支
部
は
会
員

拡
大
で
初
年
度
二
三
名
を
増
や
し
、

県
本
部
の
初
年
度
目
標
七
〇
〇
達

成
に
一
定
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
年
度
は
若
干
の
増
減

の
変
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
六
月

一
日
の
組
織
現
況
調
査
の
時
点
で

は
二
四
〇
名
で
し
た
が
、
こ
こ
で

さ
ら
に
粘
り
強
い
と
り
く
み
を
行

い
、
三
年
目
の
最
終
年
度
は
つ
い

に
目
標
の
二
五
〇
名
を
突
破
し
、

県
本
部
目
標
達
成
に
二
二
名
の
拡

大
で
貢
献
、
盛
岡
支
部
は
二
六
八

名
の
会
員
を
擁
す
る
過
去
最
高
の

峰
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
数
は
有
権
者
比
〇
・
一

％
を
ク
リ
ア
す
る
も
の
で
す
。

次
に
と
り
く
み
の
教
訓
は
、
県

本
部
目
標
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

支
部
長
を
先
頭
に
し
た
役
員
会
の

団
結
が
鍵
と
な
っ
た
こ
と
。
決
め

た
こ
と
は
必
ず
や
り
き
る
と
い
う

支
部
の
気
風
を
確
立
し
た
こ
と
で

す
。

と
り
わ
け
、
創
立
八
〇
周

年
・
県
本
部
結
成
三
十
年
の
記
念

に
、
山
田
善
二
郎
会
長
を
迎
え
て

行
っ
た
講
演
会
の
成
功
は
大
き
な

弾
み
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
多
く

の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
私
た
ち
に
喜
び
と
確
信

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
代
議
員

上
野
修
幸

（
岩
手
・
北
上
支
部
）

全
国
大
会
に
参
加
し
て
！

国
民
救
援
会
創
立
八
〇
周
年
の

年
七
月
二
五
日
か
ら
二
七
日
ま
で

の
三
日
間
愛
知
県
蒲
郡
市
で
開
催

さ
れ
た
標
記
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。蒲

郡
は
、
駅
に
降
り
る
と
「
三

七
度
Ｃ
」
と
い
う
気
温
で
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
で
も
い
る
よ
う

な
暑
さ
で
立
っ
て
い
る
だ
け
で
汗

が
流
れ
落
ち
る
よ
う
で
し
た
。

大
会
会
場
は
、
蒲
郡
市
西
浦
温

泉
で
お
だ
や
か
な
三
河
湾
を
望
む

海
岸
に
建
つ
ホ
テ
ル
で
し
た
。

三
日
間
の
大
会
で
二
日
目
に
一

関
佐
藤
代
議
員
が
討
論
に
立
ち
、

岩
手
県
の
会
員
拡
大
目
標
達
成
の

経
験
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
各
支
部
と
も
（
目
標
に
対
し

て
ね
ば
り
強
く
拡
大
目
標
を
追
求

し
た
こ
と
、
ま
た
県
本
部
大
会
、

支
部
代
表
者
会
議
を
成
功
さ
せ
会

員
数
の
多
い
支
部
が
頑
張
っ
た
こ

と
が
目
標
達
成
に
至
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

全
体
の
発
言
者
は
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
合
わ
せ
て
五
十
数
名

で
、
そ
の
中
で
国
公
法
弾
圧
事
件

の
堀
越
さ
ん
、
宇
治
橋
さ
ん
、
葛

飾
ビ
ラ
配
布
弾
圧
事
件
の
荒
川
さ

ん
の
発
言
は
、
内
容
的
に
も
関
心

が
深
く
、
言
論
弾
圧
を
許
さ
ず
、

ビ
ラ
配
布
の
自
由
を
！
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

堀
越
さ
ん
の
訴
え
は
涙
な
が
ら

の
も
の
で
し
た
。
三
日
間
の
大
会

を
通
じ
て
、
中
央
役
員
、
各
県
、

各
地
区
代
議
員
、
特
別
代
議
員
の

発
言
は
、
権
力
の
弾
圧
を
許
さ
な

い
「
大
き
な
組
織
づ
く
り
」
を
と

い
う
も
の
で
し
た
。

第
五
十
四
回
全
国
大
会
代
議
員
は
次
の
方
々
で
し
た

佐
藤
謹
一
郎
さ
ん
（
県
本
部
常
任
委
員
・
一
関
支
部
長
）

渡
邊

克
男
さ
ん
（
県
本
部
常
任
委
員
・
盛
岡
支
部
長
）

上
野

修
幸
さ
ん
（
北
上
支
部
）

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

全
国
大
会
代
議
員

佐
藤
謹
一
郎
さ
ん
は
、
県
本
部
を
代
表
し
て
全
国
大
会
で
①
全
支

部
成
果
で
過
去
最
高
の
会
員
数
達
成
②
と
り
く
み
の
教
訓
③
次
期
県

本
部
大
会
に
向
け
て
の
展
望
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

こ
の
発
言
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
央
本
部
「
救
援
新
聞
」
に
掲
載

予
定
で
あ
り
、
岩
手
版
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。


